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全建賞 一般枠 河川部門

㉗河川管理イノベーションへの挑戦
～RFIを活用した直轄河川での現場実証～

１�．はじめに
荒川下流河川事務所では、インフラ分野におけるデジ

タルデータと情報技術を活用したDX（デジタルトラン
スフォーメーション）を推進している。河川管理分野に
おける建設DXの進展は、施工分野と比較して十分とは
いえない。このような状況を踏まえ、河川管理の高度化
に資する新たな技術の提案を広く収集するために、国土
交通省の直轄河川事務所として初のRFIを導入した。

２�．事業の概要
荒川下流RFIの取組内容は以下のとおりである。
・�市場に公開されている技術に加え、開発・研究中の

ものも含めて、幅広い技術情報の提供を受けられる
よう募集

・�河川管理において人力依存が大きく、DXによる効
率化・高度化が期待される「河川巡視」、「点検」、 

「除草」を募集分野として設定
・�当事務所管内を現場実証のフィールドとして提供
概念や想定されるメリットは、下図のとおりである。

３�．事業の成果
技術提供については、16社から30技術の応募があった。

現場実証を希望した企業に対し、ヒアリングの中で国が
河川管理の現場で求めている技術及び要望を伝え、実施
内容を調整し、最終的に21技術の現場実証を実施した。

提供技術及び現場実証の結果は、当事務所
Webサイトで公表し（非公表希望企業を除
く）、現場実証の状況をＸに投稿した。

RFIによる提供技術一覧
SRSの実現に向けた河川管理業務の高度化・効率化に資する技術情報提供依頼（RFI）提供技術一覧

名称（企業・団体名等） 提供技術分野 技術タイトル 現場実証 実証結果

株式会社アイ・ディー・エー 点検 水中音響３Ｄソナーによる３次元計測 ー ー

NECネッツエスアイ株式会社 河川巡視 AI水面検知を用いた河川巡視の省力化 ー ー

キヤノンマーケティングジャパン株式会社 河川巡視・点検
昼夜問わず数km先を鮮明なカラー映像で確認可能な超高感度カメラ「MS-500」及び「映
像鮮明化ソフトウェア」

〇 〇

株式会社国際電気 河川巡視・点検 AIによる人物・車両・落下物等の検知が可能な画像処理装置 〇 〇

株式会社国際電気 河川巡視 ３Dセンサを用いた河川管理業務の高度化・効率化 〇 〇

株式会社国際電気 河川巡視 バッテリー機能とLTE伝送機能を内蔵した雲台一体型カメラ ー ー

セーフィー株式会社 河川巡視 ウェアラブルカメラ撮影動画に対する位置情報表示オプション ー ー

ソニーマーケティング株式会社 河川巡視 ウェアラブルカメラによる映像を活用した自動河川巡視装置 〇 〇

株式会社ソリトンシステムズ 河川巡視 ローカル5Gを活用した4K映像リアルタイム伝送検証 〇 〇

株式会社拓和 点検 AIカメラを用いた河川水位の計測システム 〇 〇

株式会社拓和 点検 IoT開度センサを用いた水門管理の省力化 〇 〇

株式会社拓和 点検 IoT、河床堆積量計(河床高の位置検出)を用いた河川管理の省力化 〇 〇

株式会社拓和 点検 IoT、簡易流向計(樋門樋管の流向検知)を用いた水門および河川管理の省力化 〇 〇

パシフィックコンサルタンツ株式会社
計測検査株式会社

河川巡視 傾斜計を用いた河川構造物の即時診断システム 〇 〇

パシフィックコンサルタンツ株式会社
計測検査株式会社

点検 IRIS M を用いた排水機場におけるポンプ設備等の傾向観察 〇 〇

パシフィックコンサルタンツ株式会社 点検 UAV計測データを活用した河川点検方法の高度化 〇 〇

日立インダストリアルプロダクツ 点検 ドローンを用いたDX点検・確認サービス 〇 〇

三菱電機株式会社 河川巡視・点検 3D点群データを活用した変状把握技術 〇 〇

三菱電機株式会社 河川巡視 国交省仕様カメラで取得した画像による水域判定技術(画像処理ユニット) 〇 〇

三菱電機株式会社 河川巡視 国交省仕様カメラで取得した画像による流向判定技術(画像処理ユニット) 〇 〇

三菱電機株式会社 河川巡視 専用センサで取得した画像による水位計測技術（WDIC、WDL） ー ー

三菱電機株式会社 河川巡視 国交省仕様カメラで取得した画像による人・車検知技術(画像処理ユニット) ー ー

三菱電機株式会社 点検 SAR衛星画像を活用した地盤変動モニタリング「MELTERRA-Geotrack」 〇 〇

三菱電機株式会社 点検 光学衛星画像等を活用したAIによる土地被覆分類「MELTERRA-Landscan」 ー ー

株式会社ミラテクドローン 点検 狭所や高所の点検作業が安全且つ効率的に実現できるプラント点検用ドローンの活用 〇 〇

株式会社ユニック
河川巡視・除草(集草
等処理を含む)

インターネット接続可能場所から操作、監視可能な超遠隔草刈・監視ロボット 〇 〇

ライセン(株) 河川巡視 長時間飛行できるドローン ー ー

株式会社リモデルパートナーズ 河川巡視・点検 360度写真を自動的に地図と連動させ多視点で現況を効率的に確認できる技術 〇 〇

非公表を希望 非公表を希望 非公表を希望 〇 ー

非公表を希望 非公表を希望 非公表を希望 ー ー

広く技術情報の提案を受けた結果、従来把握していな
かった技術や企業の保有技術に関する有用な提案が得る
ことができ、河川管理の高度化につながる新たな知見を
得られた。

また、ヒアリングや管内での現場実証を通じて、発注
者と企業の双方にメリットが生じたと考えられる。さら
に、提案内容の公表により、技術開発の促進や他団体へ
の横展開が期待される。

荒川下流RFIは、国職員にはない視点を取り入れて技
術活用や現場課題の解決を図るとともに、企業がニーズ
を把握できる有効な手法であると考えられる。

４�．おわりに
河川管理を含む建設業界全体では、人口減少・少子高

齢化により、技術者・技能者の確保が課題となっている。
今後は、RFIで得られた提案技術を具体的に実装し、河
川管理の高度化・自動化・遠隔化を推進することで、生
産性と行政サービスの一層の向上を図るため、DXを推
進していく。

キーワード RFI、イノベーション、インフラDX、実証実験、
フィールド提供

直轄河川の管理において初めて技術情報提供依頼（RFI）を
導入し、事務所管内を現場実証のフィールドとして提供するこ
とで、河川管理の高度化・効率化に資する技術情報を広く民間企
業から収集するとともに、発注者と企業双方にとってWin-Win
の関係を構築する仕組みを実現した点が評価された。

全建賞審査委員会の評価ポイント

賛助会員　パシフィックコンサルタンツ㈱

受賞機関　�国土交通省 関東地方整備局 荒川下流河川事務所

実施したRFIのねらい

事務所 情報提供者

わが社ではこんな新技術が河川巡視に役立ちます!
河川の点検が容易になるための研究開発を行っております！

技術の新たな課題が発見できるかもしれない！
実際の現場で試行できれば、より良い実証データ
が取得できる！

・河川分野にとどまらない技術が広く収集できる
・河川管理の現場を高度化・効率化できる技術が見つかる
・河川管理の現場で抱える問題を解決できる

・技術の宣伝ができる
・実現場で試験が可能(フィールドが利用できる)
・河川管理の現場で求められる技術の実情が知れる

※現場実証や実証結果資料の作成・提出などに要する費用は情報提供者の負担となります

RFI

新技術をもっと知りたい!
どれだけ進化している？

情報提供依頼
（募集）

情報提供
こんな技術が
あるのか・・・

実物がどんなものか確認したいな…

現場実証

【メリット】

実証フィールドを提供するので是非試してみ
ませんか？

ドローンの活用
で効率化になら
ないだろうか…

このロボットを堤
防除草に役立てら
れないだろうか…

経済性

品質

安全性

施工性

環境
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